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いることが指摘されている。そこで，999 年から 2003 年の 4 年間，西日本にある島地川ダム（佐波川水系）


























より，表層水温は 3.8 度上昇するのに対して，底層水温は 2.8 度しか上昇せず，水温成層の強度が強まり，
躍層の発達する期間が長くなる。これに伴い，無酸素層の拡大が起こり，リンの上層への回帰量も増加させ，
富栄養化が促進されることを確認した。この結果，植物プランクトンの増殖が促進され，温暖化により湖沼
生態系の構造が大きく変化する可能性を示すとともに，それらの非線形関係を明らかにした。
　以上の研究をまとめると，ダム湖におけるリンおよび生態系の挙動を予測するためには，嫌気層が発達す
る過程を正確に再現し，鉄の動態を定量的に予測するとともに，鉄－リンサブモデルを生態系モデルに組み
込む必要があることが明らかとなった。そのモデルにより，下層での溶存酸素，鉄，リンの挙動が上層の植
物プランクトンの増殖に大きく影響していることを理論的に示した。温暖化により，植物プランクトンの増
殖を促進させる湖沼環境へと移行し，生態系が不安定となることを示し，プロセスモデルを用いて温暖化影
響の重要性を明らかにした。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究では，ダム湖における溶存酸素，鉄，リンの動態，及びそれらの植物プランクトン増殖への影響を
定量的に評価可能なモデルを構築し，それらの関係が非線形的であることを示した。また，そのモデルを地
球温暖化による地域気候モデルと結合することから，富栄養化が促進されることを予測した。
　以上のように，本研究は富栄養化したダム湖における水質と生物を予測するモデルを構築し，過去におけ
るそれらの変化を再現するとともに，将来生じる可能性が高い地球温暖化の影響を定量的に評価する手法を
提供した。したがって得られた成果は学術的に大きいと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
